
医療安全管理システム
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PACS・放射線装置・線量管理

院内設置コンピュータ

全自動実行
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パネリスト

定期Webミーティング

・ ankan-Uの操作説明
・ システム構築や学術等の相談医療放射線安全管理責任者等 国内データセンタ

・送受信 ・画像削除
・匿名加工 ・圧縮

標準化 ・ 国際標準規格対応 (DICOM)

報告書 ・ Webブラウザでいつでも様々な電子報告書を作成
・ 医療放射線安全管理会議や立入検査等にご利用

最適化 ・ 定期Webミーティング
・ 結果や報告書の説明、最適化をご相談

全自動 ・ 院内設置コンピュータは自動実行（送受信・画像削除・匿名加工及び圧縮）
・ いつでもWebブラウザで

専用端末

ビッグデータヘルスケア

患者の医療被ばく線量
記録・管理を自動処理

・ 線量記録・管理の国際標準データフロー対応 (IHE)

オフライン運用施設もあります。
弊社にご相談ください。

送信忘れ時
自動取得
(自動Q/R)

ankan-U
Webブラウザ

ビッグデータ自動解析



データ解析データ記録

全ての放射線・
放射能を
用いる検査

・いつでも参照
・自動解析
・選ぶ，見るだけ
・他の指標も

・院内指針
・指標報告書
・DRLsや独自比較
・線量会議の記録

各文書自動作成 Webミーティング

・報告書説明
・最適化の考え方説明
・システム構築相談
・学術相談

最適化実践

・経年比較
・装置更新後もすぐに
・フィードバック

一部の検査 ・データ信頼性？
・費用対効果？
・人材と責任？

確かな臨床経験が求められる領域

従来製品

被ばく記録・管理では統計知識をもって自身で解析を行い、報告書を作成するなど煩雑な作業が必要です（CT検査だと１検査名９解析）。
この悩みを解決する情報システムが国際標準データフローを満たし、全自動で線量管理を行う「ankan」です。
施設の規模にかかわらず幅広くご利用いただいています。

全てWebアプリ
で実現します。
いつでも利用

臨床実務者同士
で現実的な相談

線量管理専用に
開発した
Webアプリ

①は法令とガイドライン対応に必要な項目（番号順に実施）

②は全体傾向の把握に利用

③は撮影技術の把握に利用

操作性を重視（ankan-Uのメニュー）

2023年11月作成
12311010Z
RYU-1-002


	ankan_PDR_v1_omote
	ankan_PDR_v1_ura

